
達
如
門
首
の真
筆
御
消
息

御
忌
を
機
に
公
開
展
示

恒
例
の

御
忌
法
会

が
二
月
十

二
日
、
い

か
る
ぎ
館

に
於
い
て

催
さ
れ
ま

し
た
。
午
前
中

南
桂
寺
桂

住
職
の
法

話
、
御
文

の
読
誦
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
正
覚

の
八
田
昇
吾
さ
ん
が
保
管
さ

れ
て
い
る
御
文
の
原
本
が
公

開
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
原
本
は
江
戸
時
代
末

期
の
萬
延
元
年

（
一
八
六

〇
）
五
月
二
十
日
の
日
付
　
一

で
、
真
宗
大
谷
派

（お
東
）

の
第
二
十
世
達
如
門
首
が
「

越
中
国
頼
成
村
十
五
日
講
中

に
送
ら
れ
た
布
教
の
た
め
の

御
消
息

（手
紙
）
で
、　
一
巻

の
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
、
東

本
願
寺
紋
章
入
り
の
漆
器
箱

に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
に
御
消
息
と
言
え
ば

宗
祖
親
鸞
聖
人
が
門
徒
に
あ

ゑ

マ
ニ
ひ
ｋ
み
て
，
ぁ
Ｑ

ｌ
■
ん
燿
Ｉ
久
ゥ
キ

暑
々
＋
ｎ
籠

曇
孝
中
多
ゃ̈
―
っ
′、と
絆

向
ｔら
，
ク
ー
ム
７

セ
ヤ
３
ヤ
ノ
彬ヽ
す
〉
４

螢

箕

地
ｋ
批

て
ら
れ
た
も
の
四
十
三

通
、
御
文
ま
た
は
御
文
章

と
言
え
ば
八
世
蓮
如
上
人

が
門
徒
に
送
ら
れ
た
も
の

二
百
数
十
通
を
指
し
ま
す

が
、
歴
代
の
問
首
⌒お
西

で
は
門
主
）
が
門
徒
講
中

に
宛
て
ら
れ
た
も
の
も
ま

た
御
消
息
と
か
御
文
と
言

流
布
し
て
仏
壇
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
午
後
は
今
年
度
物
故
さ
れ
た
林
啓
三
様

⌒行
願
院

夕́

　

静

　

の

　

つヽ

　

た

働
ｔ
ず
か
え
の
下
萌
床
に
書
に
林
春
月
子

真
宗
大
谷
派
二
十
世

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
び
公
開

さ
れ
た
も
の
は
後
者
に
あ
た
り

ま
す
。
ち
な
み
に
お
西
の
家
で
は
、

本
願
寺
派
二
十

一
世
明
如
門
主

筆
の
五
帖
御
文
（蓮
如
の
御
文

八
十
通
を
五
冊
に
ま
と
め
た
も

の
。
第
五
巻
十
六
通
目
に
、

「朝
ｅ
ｔ

ニ
ハ
紅
顔
ア
リ
テ

釈
啓
秀
Ｔ
齋
藤
友
治
様

（永
詳
院
釈
勝
友
）
、
林
佐
七
様

（費
林
院
釈
行
心
）
、
林
長
市
様

⌒智
心
院
釈
正
善
）
、
林

行
雄
様

⌒証
知
院
釈
穫
忍
）
ら
五
氏
の
ご
遺
族
を
招
い
て

の
追
悼
法
要
と
、
西
慶
寺
、
常
称
寺
両
住
職
の
法
話
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
番
は
正
覚
常
会
で
し
た
。

般
老
連
新
会
長
に
林
威
憲
さ
ん
織
感

四
月
十
日
の
般
老
連
総
会
に
提
案

般
老
連
の
新
旧
合
同
役
員
会
が
三
月
十
四
日
、
般
若

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
新
役
員
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
す

る
村
岡
義
丸
会
長

（徳
万
）
、
武
部
由
美
子
副
会
長

（頼
成
）
、
今
井
明
三
高
齢
者
学
級
長

（安
川
）
の
後

任
に
、
会
長
林
成
憲

（頼
成
）
さ
ん
、
副
会
長
坂
井
清

司
さ
ん

（安
川
）
、
高
畠
富
子
さ
ん

（三
合
）
、
高
齢

者
学
級
長
根
田
信

一
さ
ん

（徳
万
）
ら
を
互
選
し
、
総

会
に
提
案
す

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

新
役
員
の

任
期
は
平
成

二
十

一
年
二

月
末
日
と
な

り
ま
す
。

な
お
総
会

お
よ
び
高
齢

者
学
級
の
開

講
式
は
、
四

月
十
日

（火

曜
日
）
午

後
、
般
若
農

村
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

ゎγ■
ゆ
う
ぺ）

ニ
ハ
自

骨
ト
ナ

レ
ル
身

ナ
リ
」

と
い
う

あ
の
有

名
な
自

骨
の
御

文
が
あ

り
ま
す
）

が
広
く

」
一一ヽ一一

メ
れ
等
Ｔ



光寿
象
の第
四十
五
回定
期
総
金が
開催
さ
れま
し
た

第
四
十
五
回

（平
成
十
九
年
度
）
頼
成
光
寿
会
定
期

総
会
が
、
二
月
十
二
日
、
頼
成
い
か
る
ぎ
館
に
於
い
て

開
催
さ
れ
、
新
役
員
や
事
業

・
予
算
な
ど
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
い
退
任
す
る
林
博
会
長
の
後
任
に
林

成
憲
さ
ん
が
選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
別
記
の
新
役
員
が
可

決
承
認
さ
れ
、
頼
成
光
寿
会
の
新
し
い
体
制
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

ケ
ア

・
ネ
ッ
ト
事
業
、
地
域
防
災
組
織
、
地
域
環
境

保
全
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
高
齢
化
の
進
展
や
安
心

・

安
全
な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
様
々
な
課
題
へ
の
取
り

組
み
が
、
い
よ
い
よ
具
体
化
さ
れ
始
め
る
こ
の
時
期
、

光
寿
会
の
果
た
す
役
割
も
ま
す
ま
す
大
き
な
意
味
を
持

つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
役
員
の
方
々
に
は
、
新
会
長

の
も
と
に

一
致
結
束
し
て
、
光
寿
会
活
動
の
さ
ら
な
る

発
展
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

平
成
十
九
年
度
　
光
寿
会
役
員

林

　

博

副
会
長
　
八
田
　
嵩

　
開
田
紀
子

会
計
　
　
武
部
　
幹
夫

礼
子
　
池
田
　
富
子

を

計

の
　

ｏつ
　

た

月
看
た
一
鍼
中
日
り
は
磁
妙
【
輛
り孝
・

役庶 会顧
◇ 務 長問
坂 員
林林林

東
逸 成年

林 子 憲春

監
事

平成19年度 会計収支予算魯

◇◇◇◇◇◇
武 公善川正北西
部 文    川
由 名導原覚明原
美
子林林林林武林開

部 田

林明義逸茂幹愛紀
子夫子之夫行子
勇
夫

島林林八林
田

扶
照三綾 勉
子子乃嵩一
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五
月
号
予
告

頼
成
が
生
ん

だ
偉
大
な
る
妙

好
人

（信
仰
心

が
特
に
篤
く
そ

の
善
行
で
周
囲

か
ら
尊
敬
さ
れ

た
在
家
念
仏
者

の
こ
と
）

筋

皮
嵐

太
郎

（三
代
目
坂
東

大
郎
兵
衛
の
五

男
）
を
特
集
し

ま
す
。

1平成19,3月 1日～20年
'月
2'日

総会では記念講演
として、庄東小学校
の森田博校長さんを
お招きし、地域ぐる
みの子育て 。孫育て
―祖父母の役割―と

いう演題で講話をしていただきました。 (写

真上)充 実したお話の内容もさることなが
ら、孫たちを預
けるわが在所の
学校の校長先生
の、温かいお人
柄に触れた有意
義なひとときで
した。

懇親会も85名の
鯵 加がありなかな
会でした。

今年度は新たに
田紀子さん、八
サチ子さん。武
さん、林清

二さん、八田誓治

と憲夕婁ぢ倉「
として迎え、会員総数は181人

。大仙 鳳E=1lrl甲輌H□L「
′

「

靡墓F塞基舅夢暮墓
次回は平成19年4月 18日

．績
習
会
を
行
いま
す
。

健
康
と
親
睦

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ

。

い
か
る
ぎ
饉
に
て

四
月
十
一日
一水
一
か
ら

毎
週
水
土̈
曜
日
の年
機
一

主な大会日程
5/22 市老連大会
6/? 県老連大会
9/?光 寿会大会
10/? 般老連大会

手
彙
物
僣
　
春
第

一
執
□
構
杏

ム
ロ
精
合
の
優
の
メ
　
賛
行
也
常
の
暮
さ
め

り
　
け
エ
ス
樹
の
花
の
色
　
嬰
オ
養
豪
の
薇
ン

あ
ら
に
す
　
お
ご
れ
る
人
も
久
ｔ
な
ら
ず
　
崚
春

の
皮
の
事
あ
ご
ｔ
ｔ
　
た
け
さ
を
も
つ
い
に
に
は
ろ

″
ぬ
　
４
に
島
の
前
の
座
に
■
こ



頼
成
が
生
ん
だ
偉
大
な
妙
好
人

後
≧

建
に
力
を
尽
く

し
ま
し
た
。
京

都
で
は
出
身
地

の
地
名
に
ち
な

ん
で

「砺
波
、

砺
波
」
と
呼
ば

れ
た
の
で
、
い

つ
し
か
砺
波
庄

太
郎
が
通
称
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
暮
ら
し

ぶ
り
は
ま
こ
と

に
質
素
で
、
真

冬
で
も
足
袋
を

は
く
こ
と
は
め

っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
巨
体
な
が
ら
性
格
は
温

厚
篤
実
、
人
々
か
ら
は

「仏
の
庄
太
郎
」
と
呼
ば
れ
て

尊
敬
を
集
め
ま
し
た
。

ま
だ
頼
成
に
居
た
頃
、
若
者
た
ち
を
集
め
て
夜
な
ベ

に
縄
を
な
い
、
そ
れ
を
売
っ
た
金
を
も
と
に

「報
恩

講
」
を
勤
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
今
も
残
る
頼
威
着
衆

報
思
講
後
こ
の
始
ま
り
で
す
。

庄
太
郎
は
自
ら
人
足
を
指
揮
し
て
、
本
山
再
建
の
陣

頭
に
立
っ
た
だ
け
で
な
く
、
し
ば
し
ば
法
主
の
北
陸
巡

化

（じ
ゆ
ん
げ
）
に
随
行
し
て
、
真
宗
の
布
教
や
本
堂
再

建
の
浄
財
集
め
に
も
奔
走
し
ま
し
た
。

明
治
三
十
六
年
六
月

（３
８
し

、
所
用
で
井
波
別
院

を
訪
れ
た
お
り
界
の
不
調
を
訴
え
、
別
院
近
く
の
縁
者

の
家
で
静
養
し
ま
し
た
が
、
二
十

一
日
夕
刻
容
体
が
急

変
し
、
同
行

Ｔ
う
ぎ
よ
２

ら
五
、
六
人
に
看
取
ら
れ
数

え
年
七
十

一
歳
で
念
仏

一
途
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

庄
太
郎
の
死
去
に
際
し
、
在
家
の

一
信
者
と
し
て
は

破
格
の
葬
儀
が
、
本
山
総
会
所
に
お
い
て
営
ま
れ
、
連

枝

（れ
ん
じ
）
摂
光
院
を
は
じ
め
、
本
山
関
係
者
数
百
人

が
会
葬
し
て
生
前
の
大
き
な
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

井
一
　
“静

　
の
　
ｏつ
　
た

朝
曰
劇
く
九
記
大
ｔ
か
に
夕
牡
丹
奔
藤
外
美
子

ま
た
、
実
家
の
坂
東
家
で
営
ま
れ
た
葬
儀
に
も
、
庄

太
郎
の
徳
を
慕
っ
て
、
近
郷
近
在
か
ら
千
人
も
の
人
々

が
参
列
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
仏
壇
に
は
ご
門
跡

様
染
筆
に
よ
る

「成
徳
院
釈
正
受
」
の
法
名
が
納
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

妙
好
人

（み
キ
ヨ
」
う
に
ん
）信
仰
心
が
人

一
倍
篤
い
在
家
の
念
仏
信
者
を
称

賛
し
て
妙
好
人
と
言
い
ま
す
。

鶴
滅
詰
所

２
な
み
つ
め
し
さ

本
山
再
建
の
際
、
人
足
の
共
同
宿
泊
施
設
と

し
て
本
山
南
側
に
建
て
ら
れ
、　
一
時
は
二
百
人
以
上
が
宿
泊
で
き
る
大
き

な
も
の
で
し
た
。
戦
時
中
防
火
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
総

会
所
東
向
か
い
に
再
建
さ
れ
株
式
会
社
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

利
用
者
が
激
滅
し
閉
鎖
の
危
機
に
陥
い
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
努
力

で
存
続
の
見
込
み
が
た
ち
、
現
在
も
経
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

魔
仏
毀
釈

（は
い
ぶ
つ
き
し
や
く
）
明
治
維
新
の
お
り
、
神
道
を
尊
崇
し
仏
道

を
軽
ん
ず
る
風
潮
が
高
ま
り
、
寺
院
や
仏
像
を
焼
い
た
り
打
ち
壊
し
た
り

す
る
動
き
が
全
国
的
に
起
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
数
多
く
の
貴
重
な
文
化

財
が
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
廃
仏
毀
釈
と
言
い
ま
す
。

顧
威
着
衆
糧
思
薔
（ら
ん
じ
よ
わ
か
い
し
ょ
ば
ん
こ
今
年
正
月
号
の
若
衆
報
恩

講
の
記
事
で
、
そ
の
成
り
立
ち
を
不
明
と
書
き
ま
し
た
が
、
正
確
な
年
代

は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
明
治
初
期
に
砺
波
庄
太
郎
が
始
め
た
も
の
だ
と

い
う
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

慶

弔

八
田
　
渓

一
様

四
月
　
　
八
日
死
去

峰

聖

尊

蔑

諄
紆
肇
騒
誠
計
議

砺波
庄
太
郎
の生
涯

口績奎巽息君霊彗畢丹桑巣畠寺御影堂

げ
て
み
た
ら
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
の
で
、
平

成
十
三
年
に
坂
東
家
で
編
ま
れ
た

「明
治
の
妙
好
人
砺
波
庄
太

郎
」
を
も
と
に
、
そ
の
生
涯
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
々
か
ら

「仏
の
庄
太
郎
」
と
呼
ば
れ
た
砺
波
庄
太

郎
は
、
本
名
を
坂
東
忠
兵
衛

密
年
庄
太
郎
と
改
こ

と
言

い
、
天
保
五
年

（と
２
年
、家
ら
．主
需
）
十
月
十
日
、
般

若
村
頼
成
坂
東
大
郎
兵
衛

（一一戻
日
、
現
当
主
は
九
代
目
宏

一
氏
）
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

幼
い
頃
か
ら
信
心
の
心
が
篤
く
、
二
十

一
歳
の
時
京

都
に
赴
き
、
砺
波
詰
所
後
こ
で
寝
起
き
し
な
が
ら
、
廃

仏
毀
釈
後
注
で
衰
退
し
て
い
た
東
本
願
寺
の
復
興

・
再

御
忌
の

お
り
、
東

本
願
寺
の

再
建
に
尽

一　
け
¨
一
一

が
話
題
に

な
り
、　
一

度
広
報

「光
寿
」

で
取
り
上

庄
太
郎
前
後

の
坂
東
豪
の

系
目

長
男

出
家

ｌ
男太
郎
兵
衛

四
代
Ｈ

太
郎

兵

衛
五
代
＝

ふ

し

公
文
名
林
安
右
衛
円

ヘ

み
ど

り

・

．
ｔ

ｌ

坂
東
大
郎
兵
衛

Ｌ
女

長
女

八
＝
八
左
右
衛
円
へ
　
　
　
盤
絆
野
島
川
孝
之
ヘ

ｉ
男

坂
束
本
家

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
（衆
議
院
議
員
）

四
男

松
任
松

日
家

ヘ

五
男

忠
兵
衛
　
後
の
砺
凛
庄
太
郎

ｌ
女
　
婦
負
椰
外
輪
野
ヘ

方面ヘ 今年の日帰

りお楽しみ旅行は日石寺 ・湯

神子温泉(昼食)・越中座見学

の予定です。

輛録の大岩出日石寺5」 同 行事予定



般
彗
運
総
菫　
新
菫
長
に林
威
憲
さ
ん

平
成
十
九
年
度
の
般
老
連
総
会
と
高
齢
者
学
級
の
開

講
式
が
、
四
月
十
日
午
後

一
時
半
か
ら
、
般
若
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
約
六
十
名
が
出

席
、
十
九
年
度
事
業
計
画

・
予
算
や
、
林
成
憲
さ
ん
を

会
長
と
す
る
新
役
員
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
林
茂
之
振
興
会
長
小
森
兼
重
公
民
館
長
祝
辞
の
あ
と

高
齢
者
学
級
の
開
講
式
に
移
り
、
根
田
信

一
学
級
長
が

挨
拶
、
砺
波
市
議
会
議
員
村
岡
修

一
さ
ん
の
、
記
念
講

演

「市
政
の
現
状
に
つ
い
て
」
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
二
事
業
ス
タ
ー
ト

①
　
般
着
自
主
防
災
会

地
震
な
ど
の
際
、
隣
近
所
同
士
が
助
け
合
い
、
被
害

の
予
防
や
軽
減
を
図
る
住
民
の
自
主
的
な
組
織

「般
若

自
主
防
災
会
」
の
設
立
総
会
が
、
三
月
二
十

一
日
般
若

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
光
寿
会
か

劉　人が法被
に鉢６き姿
でよ

〓̈」「隻卸」が、感謝の

治̈〔疇一］出い仙鶴「呻

船

き
、
人
勢
の
地
域
住
民
が
参

砺
波

‐１，
安
‐――
の
般
｛
幼
稚

一か
ら
建
設
が
■
め
ら
れ
て
ヽ

間

の
し

ゅ
ん

Ｌ
人

は
卜

片

・た
新

間
奮

め
完

成
を
税

「

日
、
同
所
で
一ｆＪ
わ
れ
た
　
閾

．た

一児
や
教
職
員
、
保
護
者
な
ど

　

安
念
市
Ｊ
ヽ
‥
　

■
守
峻
九

‐―‐

一同
園
関
係
者
の
ほ
か
、　
‐１，
や

議
会
議
Ｌ
が
　
新
た
な
幼
“

一
加
　
地
元
の
持
青
に
よ
ヶ
獅

ｒ
舞
や
も
ち
ま
き
な
ど
が
あ

り
、
幼
碓
闘
前
が
に
ぎ
わ

し

た

一れ州相麻請け馳噸ゆ『］
印輌“〓̈
『Щがれ即「

一

新園舎で子供ら元気に
砺波・般若幼稚回 地 域 住 民 ら 祝 う

(月)の北日

ん

つ

ら
い
の

ヽ

日
は
８
亭
１
世
月
浮
４
よじ

「ら
は
林
茂
之
さ
ん
が
会
長
に
就
任
さ
れ
た
ほ
か
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
林
勇
夫
さ
ん
、
消
火
班
班
長
に
林
清
二
さ

ん
、
救
護
班
に
林
綾
乃
さ
ん
、
避
難
誘
導
班
に
北
條
蘇

春
さ
ん
、
斎
藤
太
佐
雄
さ
ん
、
事
務
局
に
八
田
嵩
さ
ん

ら
が
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

畑
セ
こ
ｔ
ネ
艤
姓
ヨ
ン
鬼
ユ
ｔ
　
し
ぐ
さ

れ

つ
，
有

つ
ナ
を
オ
ン
繰
あ
社
率

林

　

孝

　

一

②
　
頼
威
地
区

環
境
保
全
推
進
協
議
会

頼
成
地
域
の
農
地

ｏ
用
水

・
環
境
な
ど
を
守
り
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、
環
境
保
全
推
進

協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
三
月
十
七
日
い
か
る
ぎ
館
に
お

い
て
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
会
よ
り
代
表
と
し
て
林
孝
行
さ
ん
が
就
任
さ
れ
た

ほ
か
、
林
年
春
さ
ん
、
林
清
二
さ
ん
、
林
成
憲
さ
ん
ら

が
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

初
年
度
の
事
業
費
は
約
四
百
万
円
、
ゴ
ミ
拾
い
や
花

壇
造
成
管
理
、　
一
斉
草
刈
り
な
ど
に
光
寿
会
の
活
動
が

期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

①
②
い
ず
れ
の
事
業
も
、
誰
か
に
何
か
し
て
も
ら
う

と
い
う
受
け
身
の
姿
勢
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
こ
と

は
自
分
た
ち
の
力
で
と
い
う
、
自
主
自
立

・
相
互
互
助

の
気
持
ち
を
持
た
な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

さ
さ
や
か
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
範
囲
で
協
力

し
合
い
、
住

み
よ
い
地
域

作
り
に
努
め

た
い
も
の
で

す
。
島
道
成
さ

ん
が
優
勝

四
月

一
日
、

庄
川
河
川
敷
グ

ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
た
と
な
み

の
農
協
庄
東
支

店
主
催
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会

で
、
当
会
会
員

の
島
道
成
さ
ん

が
優
秀
さ
れ
ま

し
た
。

:l「り11J

二鷹とない人生だから」

||

二
え
を
，
い
人
生
だ
な
ら

一
ぺ
ん
で
も
多
く
使
り
，
ｔ
よ
う

近
キ
付
着
ず
す
‘
こ
を
に
ｔ
よ
う

二
え
ヒ
，
い
人
生
だ
か
ら

ま
ず

一
春
身
ｔ
，
オ
た
ら
に

で
き
る
だ
ｏす
の
こ
と
，
に
よ
う

■
ｔ
い
ｏす
れ
ど
こ
こ
ろ
ｉ
て
爆
ｔ
マ
い

こ
う

（真
民
さ
ん
の
詩
の
一
部
で
す
）

ⅣTR提供林せき子さん)



思
い
出
だ
け
に
な
っ
た
伝
統
行
事

や
すご
と
・夜
高
・いりが
し

と
な
み
野

の
初
夏

の
風
物
詩

六
月
十
日
は
や
す

（ん
）
ご
と
。

猫
の
手
も
借
り
た
い
農
繁
期
が

一
段

落
し
て
ホ
ッ
と

一
息
い
れ
る
田
祭
り

の
日
で
す
。

砺
波
野
の
家
々
で
は
、
ぼ
た
餅
や

炒
り
菓
子
を
作
っ
て
く
つ
ろ
ぎ
、
子

供
達
は
夜
高
を
回
し
て
、
つ
か
の
間

の
憩
い
の
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

砺
波
野
の
夜
高
の
出
来
な
ど

今
か
ら
三
百
五
十
四
年
前
の
承
応

元
年
、
福
野
の
神
明
社
が
伊
勢
神
宮

の
御
分
霊
を
勧
請
し
ま
し
た
。
そ
の

御
行
列
が
倶
利
伽
羅
峠
に
さ
し
か
か

っ
た
頃
、
日
が
暮
れ
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
神
明
社
の

氏
子
や
地
元
の
人
々
が
、
手
に
手
に
行
灯
を
持
っ
て
、

そ
の
行
列
を
迎
え
に
出
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
に
伝
わ
る

夜
高
行
灯
の
始
ま
り
で
す
。
は
じ
め
は
挿
絵
で
示
し
た

卜
な
つ

に
、
小

さ
な
箱

形
の
行

灯
で
、

表
に
武

者
絵
を

側
面
や

背
面
に

五
穀
豊

穣
、
天

下
泰
平
、
家

内
安
全

な
ど
と
書
い
た
和
紙
を
貼
り
、
子
ど
も
達
が
竹
竿
に
通

¨
し
て
高
く
掲
げ
な
が

ら
家
々
を
回
り
ま
し

た
。そ
れ
が
次
第
に
大

型
化
し
て
台
座
が
付

け
ら
れ
、
さ
ら
に
様

々
な
装
飾
が
施
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
発
祥
地
の
福
野
で
は
、
今
も
行
列
を
迎
え
に
出
た

旧
臓
四
月

一
日
に
当
た
る
五
月
の

一
日
、
二
日
に
盛
大

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

砺
波
野
の
そ
の
他
の
地
域
で

は
、
田
植
え
の
終
わ
っ
た
六
月

の
初
め
の
や
す
ご
と
の
日
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
で

は
ほ
と
ん
ど
廃
れ
て
し
ま
い
、

津
沢
な
ど

一
部
の
地
域
で
伝
え

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

か
つ
て
は
こ
の
頼
成

で
も
、
子
ど
も
達
が
楽

し
み
に
す
る
行
事
の

一

つ
と
し
て
、
子
ど
も
達

自
身
の
手
で
盛
ん
に
行

わ
れ
、
村
境
で
は
大
夜

一品
の
ぶ

つ
か
り
合
い
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。

一
時
川
原
の
常
会
で

宏
ｖ
　
一静

　
の
　
いつ
　
た

索
ぬ
ち
の
ビ
こ
か
レ
ん
や
り
構
薔
じ
め
り

及
来
そ
し
い
う
条

「れ
の
花
」
よ
り

こ
れ
を
復
活
さ
せ
、
地
域
の
伝
統
行
事
を
通
し
て
、
集

団
的
な
遊
び
の
少
な
く
な
っ
た
今
の

子
供
達
に
、
活
力
を
呼
び
戻
そ
う
と

努
力
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に

か
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
は
た
い

へ
ん
惜
し
ま
れ
ま
す
。

新
庄
線頼
威
内

半
世紀
ぶ
り

の全
面改
良

頼
成
地
内

の
県
道
新
湊
庄
川
線
が
二
月
九
日
か
ら
六
月
十
五
日
ま
で
の
工

期
で
、
九
二
〇
米
に
わ
た
り
全
面
改
良
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
工
事
区
間
は
右
の
写
真
手
前
、
八
田
正
晴
さ
ん
宅

西
か
ら
、
向
こ
う
権
正
寺
境
の
喫
茶
オ
リ
ー
プ
東
ま
で
で
す
。

ア
ス
フ
ア
ル
ト
舗
装
は
お
お
む
ね
五
月
中
に
完
了
、
六
月
に
入

っ
て
区
画
線
な
ど
の
工
事
が
行
わ
れ
、
十
日
前
後
に
は
全
線
供

用
が
開
始
さ
れ

る
予
定
で
す
。

新
演
庄
川
饉

ミ
ニ
辞
典

頼
成
地
区
を

南
北
に
縦
貫
す

る
県
道
新
湊
庄

川
線
は
、
射
水

市
三
日
曽
根
か

ら
砺
波
市
庄
川

示
野
を
結
ぶ
総

延
長
二
六
、　
一

五
八
師
の
道
路

で
、
昭
和
三
十

年
六
月
二
十
三

日
主
要
地
方
道

十

一
号
線
と
し

て
認
証
さ
れ
ま

し
た
。

教
育
再
生
を
声
高
に
唱
え
る
安
倍

首
相
。
「子
ど
も
に
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、
人
間
と
し
て
恥

ず
か
し
い
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
道
徳
や
規
範
意
識

を
身
に
つ
け
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
、
自
ら
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

で
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
誠
に
そ
の
と
お
り

で
す
。
な
ら
ば
首
相
以
下
、
位
人
臣
を
極
め

ら
れ
た
閣
僚
方
は
、
誰
よ
り
も
先
に
自
ら
を

厳
し
く
律
し
、
も
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
範
と

な
り
、
国
民
の
範
と
な
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

し
か
る
に
、
た
だ
の
議
員
会
館
に
事
務
所

を
置
い
て
い
る
の
に
三
千
万
円
も
の
多
額
の

事
務
所
費
を
使
い
、
そ
の
使
途
を
絶
さ
れ
る

と
、
ナ
ン
ト
カ
還
元
水
と
か
、　
一
本
五
千
円

の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
と
か
、
子
ど
も
さ

え
果
れ
る
よ
う
な
妄
言
を
弄
し
て
、
ひ
た
す

ら
言
い
逃
が
れ
を
図
る
大
臣
を
、
か
ば
い
続

け
て
い
る
首
相
の
姿
勢
は
全
く
理
解
に
苦
し

み
ま
す
。
国
民
に
は
道
徳
心
を
押
し
つ
け
な

が
ら
、
道
徳
心
の
か
け
ら
も
見
当
た
ら
な
い

大
臣
を
見
逃
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
い
く
ら

口
先
で
き
れ
い
事
を
言
っ
て
も
、
国
民
の
耳

に
は
自
々
し
く
う
つ
ろ
に
響
く
だ
け
で
す
。

ご
家
族
の
ご
了
解
を
得
て
、
故
人
の
句
集

し
い
秀
句
を
載
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
家¬
彗雰
裏誓

?省
季
節
に
ふ
さ
わ

（古
語
）

い か る ぎ

鶴 末 _

頼成で唄われていた夜高節

おら
ず=熟t庁響響嘱ばらばらに
ササ ドッコイサ ノサ  ヨイヤサチ ョイヤサ

キボとは蜘蛛のこと  資料提供 林孝―さん

け

ヽ

0新 濃庄川凛

面波市■咸



′、  会場拿景

齢 ■ぶこ■希

5月 17日 のらんじょ浮世
亭は、いつもの定番メニュー
のほか、大画面ビデオで藤山
寛美の上方喜劇 『お種と仙太
郎Jを 見ました。嫁いびりを

する寛美の絶妙の婆ぶりに、みな大爆笑す
る楽しいひとときでした。
また午後は、古典の名作 「方丈記」の朗
唱 ・模写をしました。

第
二
回
砺

波
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会

の
第
二
回
ペ

タ
ン
ク
大
会

が
、
五
月
晴

れ
の
五
月
二

十
二
日
、
中

村
運
動
広
場

で
開
催
さ

れ
、
八
十
チ

ー
ム
三
百
四

十
選
手
が
参

加
し
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し

た
。当
会
よ
り

林
孝
雄
さ
ん

④
、
島
道
成

さ
ん
⑤
、
武

部
則
行
さ
ん

⑥
、
林
喜
興

に

、

志
さ
ん
⑦
、
八
田
政
夫
さ
ん
⑧
、
林
孝
進

´
一
一　
さ
ん
⑨
の
六
選
手
が
出
場
し
善
戦
し
ま
し

一
●
一　
た
が
、
残
念
な
が
ら
上
位
入
賞
は
な
り
ま

′
　

せ
ん
で
し
た
。
光
寿
会
は

一
昨
年
の
第

一

回
大
会
で
準
優
勝
の
好
成
績
を
挙
げ
た
実

績
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
年
は
ぜ
ひ
と
も
人
賞
を
果
た
せ
る
よ

う
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

光
寿
会
会
員
活
躍
！
　
上
位
占
め
る

一
イ
と
ク

ラ

｛
　
　
・
　

一
一
ｔ

一　
本
〓
ｉヽ
，
■

轟
．
■

な^

般
若
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会

（会
長
林
喜
興
士ｅ

主
催
の
春
季
選
手
権
大
会
が
五
月
二
十
六
日
、
庄
東
小

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
よ
り
出
場
さ
れ
た
林

義
夫
さ
ん

容

文
名
）
が
見
事
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
さ
れ

た
ほ
か
、
島
道
成
さ
ん

（公
文
名
）
が
三
位
に
入
賞
さ
れ

る
な
ど
、
光
寿
会
会
員
が
大
活
躍
で
し
た
。

用ヽ
さ
を
て
難
は
て
か
く

茶
を
皆
亭
し

ｏ法
し
や
で

抹
子
て
来
ち
す
作
に
和
ん

お
菓
し
の
待
ま
い
き

しヽ

和
意
ん
お
い
し
抜
の
楽

オ
え
記

ゆ
く
河
の
成
れ
に
地
え
ず
ｔ
マ
　
に
か
も
も
と
の
ネ

に
あ
ら
ず
　
に
み
に
諄
か
Ｊ
う
た
か
た
に
　
か
つ
綺
え
か

つ
彙
″
マ
　
久
ｔ
く
し
ゞ
ユ
ウ
た
ろ
例
，
ｔ
　
せ
の
■

に
あ
る
人
と
お
し
ま
た
，
ｔ
の
ご
と
ｔ

い
か
る
ぎ
館

の
設
備
充
実

い
か
る
ぎ
館
に
液
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
、
パ
ソ
コ
ン
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー

機
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
な
ど
が
導
入
さ

れ
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
デ
ー
タ
や
写
真
を
拡
大
投
影
し

た
り
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
な

で
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
た
り

し
て
、
充
実
し
た
会
議
や
催
し
物
が

で
き
る
ほ
か
、
自
治
会
が
作
成
し
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
も
大
画
面
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。　
過
日
は
ら
ん
じ
ょ
浮
世
亭
が
藤
山
寛
美

の
上
方
喜
劇
を
大
画
面
上
映
し
て
、
早
速
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
団
体
で
も
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

_J 運営書「
まるお茶のひとと

り

ん ・”
〔

Ｆ
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長
四
八
、
四
ｈ
（指
定
当
初
、
現
在
は
五
六
、
二

砺
波
東
バ
イ
パ
ス

と
大
田
橋
の
二
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。

い
よ

い
よ
頼
成
地
内
も
着

エ

ヘ

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
、
平
成
九
年
か
ら
始
め
ら

れ
て
い
る
国
道
三
五
九
号
線
砺
波
東
バ
イ

パ
ス
エ
事
が
、
庄
川
を
越
え
て
い
よ
い
よ

頼
成
地
内
で
も
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
こ
の
工
事
の
全
容
と
、

供
用
開
始
に
と
も
な
う
地
域

へ
の
影
響
な

ど
に
つ
い
て
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

一
　

国
道

三
五
九
号
線

に

つ
い
て

ワ
一

始点

国
道
三
五
九
号
線
は
富

山
市
掛
尾
の
国
道
四

一
号

線
交
差
点
か
ら
、
金
沢
市

森
本
の
国
道

一
五
九
号
線

交
差
点
ま

で
の
、
全

ｋｍ
）
に
及

ぶ
二
級
国

道
で
す
。

一
部
に

国
道
四
七

二
号
線
、

一
五
六
号

線
、
三
〇

四
号
線
と

重
複
す
る

部
分
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
路

線
中
に
は

婦
中
大
橋

大
半
が
暫
定

二
車
線
以
上
に

整
備
さ
れ
ず
い

ぶ
ん
便
利
に
な

り
ま
し
た
が
、

砺
波
市
東
部

（頼
成
新

・
大
田

周
辺
）
に

一
部
狭

陰
な
部
分
が
あ
り
、
早
く
か
ら
改

良
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

二
　
砺
波
東
バ
イ
パ
ス

に
つ
い
て

′　
　
頼
成
新
周
辺
や
太
田
な
ど
の
幅

員
狭
陰
な
部
分
お
よ
び
急
カ
ー
プ

の
解
消
、
老
朽
化
が
著
し
い
太
田

橋
の
代
替
路
確
保
な
ど
を
目
的
に

し
て
、
平
成
四
年
に
都
市
計
画
路
線
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
平
成
九
年
に
用
地
買
収
が
始
ま
り
、
翌
十
年
工
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

区
間
は
芹
谷
か
ら
高
道
ま
で
の
六
、　
一

蜘
、
総
工
費
は
三
百
二
十
八
億
円
、

（維

持
補
修
費
十
八
億
円
を
含
む
）
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
に
高
道

・
矢
木

間

一
、　
一
ｈ
が
開
通
、
十
六
年
三
月
に
は

矢
木

・
久
泉
間

一
、
二
ｍ
が
開
通
し
て
、

現
在
二
、
三
ｋｍ
が
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
面
は
幅
員
十
八
米
の
暫
定
二
車
線
で

す
が
、
完
成
時
に
は
二
十
五
米
四
車
線
道

路
に
な
る
予
定
で
す
。

国
土
交
通
省
の
試
算
で
は
、
完
成
時
の

計
画
交
通
量
は
最
低
九
四
〇
〇
台
、
最
高

一
三

、
二
〇
〇
台
で
、
車
両
の
流
れ
が
円

滑
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
年
間

一
七
〇
〇

な

　

静

　

の
　

ｏつ
　

た

状
し
，
あ
全
綺
ち
サ
く
悔
薔
の
こ
ろ

林
　
を
月
子

ン
ト
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

が
削
減
さ
れ
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

〓
一　
工
事
の
現
況
等

に
つ
い
て

久
泉

・
庄
川
間
は
道
路
の

土
盛
り
工
事
が
進
行
中
、
庄

川
に
架
か
る
砺
波
野
大
橋
の

橋
脚
六
基
が
立
ち
上
が
り
、

今
年
度
中
に
は
橋
桁
の
架
設

が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
頼
成
地
内
の
用
地
買
収
と
移
設
住
宅
等
の
補
償
交
渉

も
始
ま
り
、
い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
懸
案
だ

っ
た

高
架
か
ト
ン
ネ
ル
か
の
問
題
は
、
地
元
の
願
い
叶
わ
ず
結
局

高
架
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
頼
成
地
内
で
南
北
に
走

る
生
活
道
路
と
の
水
平
交
差
が
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、
側
道

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
や
、
こ
の
種
の
工
事
の
際
、
し

ば
し
ば
起
こ
る
地
下
埋
蔵
文
化
財
が
出
土
し
た
場
合
の
扱
い

な
ど
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

久
泉

・
新
庄
線
交
差
点
間
は
平
成
二
十
二
年
四
月
供
用
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
病
院
、
学
校
、
い
か
る
ぎ
館
な

ど
の
公
的
施
設

が
集
中
す
る
こ

の
地
域
の
、
人

や
車
の
流
れ
が

ど
う
な
る
か
も

地
区
に
と
っ
て

は
重
大
な
関
心

事
で
す
。

と
も
あ
れ
数

年
後
の
全
線
完

成
時
に
は
、
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

両
面
に
わ
た
り

様
々
な
影
響
が

出
て
く
る
こ
と

は
ま
ち
が
い
あ

り
ま
せ
ん
。

脚　（．

△
〓
日
貝
バ
リ
直
履
評
Ｔ

慶

事
八
田
　
了

一　

様

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

お
め
て
と
う
ご
ざ
い
ま
す

弔

事

林

　

　

　

操
　
様

享
年
Ｌ獅
籍

始
切

歳
死
去

林
　
興
二
次
郎
　
様

享
隷
組
牲
甥
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

そ巨切経記額な金一宙な かす活官束 。、かるぎ

‐・・‐   擦 占

ー
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教
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
公
文
名
の
方
々
が
お
世

話
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
二
十
年
度
の
当
番
は
西

川
原
常
会
で

今
回
新
た
に

Ｈ
追
悼
さ
れ
た
物

故
者
は
次
の
方
々
で
す
。
昭
和
に

入
っ
て
法
名
帳
に
記
載
合
祀
さ
れ

た
頼
成
の
女
性
物
故
者
は
こ
れ
で
三
百
三
十
四
柱
と
な

り
ま
し
た
。

林
き
み
子
様

（路
健
沈
択
え
妙
恙
）
勇
夫
さ
ん
母
、
齋

藤
た
み
様

（次
え
炒
春
）
清
之
さ
ん
祖
母
、
池
田
ま
つ
い

〈
ロ

計

．
様

（喘
奮
綺
来
人
姉
）
富
子
さ
ん
義

母
、
八
田
栄
子
様

（次
え
智
赤
）
、

正
晴
さ
ん
姉
、
坂
東
そ
と
い
様

（清

浄
沈
択
え
義
月
）
宏

一
さ
ん
祖
母
、

山
崎
親
子
様

（瀑
来
眈
択
え
妙
争
）

悦
男
さ
ん
母
。

改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
尼
講

の
収
支
決
算
は

つ

ぎ
の
通
り
で
し
た
。

収
入
の
部

一
、
蝋
燭
代
十
二
万
三
千
二
百

　

円

一
、
賽
　
銭五
万
三
千
四
百
五
十
円

十
七
万
八
千
六
百
五
十
円

〒
n‐

”一「い̈
献け鋼∞錦腑賠だ翻腋計訂鯖誅

今
年
は
公
文
名
の
当
番
で

六
月
十
日
、
い
か
る
ぎ
館
で
尼
講
法

要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
尼
講
は
本
来
、

宗
の
家
の
主
婦
が
六
月
中
旬
に
催
す

講
で
し
た
が
、
現
在
で
は
、
こ
こ

一
年
の
間
に
物
故
さ
れ
た
頼
成
の
女
性

の
霊
を
悼
む
こ
と
も
併
せ
て
行
わ
れ
て

本
山
御
礼
　
　
五
万
三
千
　

　

　

　

円

十
二
万
三
千
九
百
九
十

一
円

十
七
万
五
千
九
百
九
十

一
円

二
千
六
百
五
十
九
円
　
　
妙
相
ム〓〈バ計
ヘ

典
の
如
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
な
ん

と
二

月
日
に
て
代
の
■
ふ
に
Ｌ
マ
行
か
■
年
も
ス
薇
人

も
キ
の
上
に
生
汲
ン
諄
か
へら
の
ロ
セ
ら

マヽ
発
を
ｒ
か

ふ
ら
も
の
に
日
々
未
に
ｔ
て
未
を
お
を
す
十
人
も
多

く
兼
に
見
せ
る
あ
り
い
つ
れ
の
年
よ
り
か
片
奮
の
■
に

般
老
連
と
公
民
館

が
共
催
す
る
第
十
八

回
地
域
め
ぐ
り
が
、

六
月
十
六
日
、
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
約

六
十
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
大
田
橋
を
越
え

て
、
自
動
車
学
校
、

万
福
寺
、
専
念
寺
、

安
念
声
楽
研
究
所
な

ど
、
今
ま
で
と
は
少

し
趣
の
変
わ
っ
た
コ

―
ス
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

自
動
車
学
校
の
教
習
路
で
は
所
員
が

飛
び
出
し
や
急
停
車
な
ど
を
実
演
し
て

参
加
者
に
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
二
期
会
会
員
の
オ
ペ
ラ
歌
手
安
念
千
恵
子
さ

ん
か
ら
は
、
安
念
さ
ん
の
音
楽
に
寄
せ
る
思
い
を
聞
い

た
り
、
童
謡
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
り
し
て
有
意
義
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

林

鐵

史

さ

ん

が

優

勝

第
一一一回
市
老
連
囲
碁
大
会

今
年
度
の
市
老
連
囲
碁
大
会
が
、
六
月
七
日
北
部
苑
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
か
ら
出
場
し
た
林
鐵
史
さ
ん

（公
文

名
）
が
、
Ｂ
級
で
見
事
に
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
林
さ
ん
は
昨

年
初
出
場
し
た
Ｃ
級
で
も
優
勝
さ
れ
て
お
り
、
二
年
連
続
の

快
挙
で
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で

¨
斉
除
草

頼
成
環
境
保
全
推
進
協
の
取
り
組

み
の

一
環
と
し
て
、
六
月
二
十
四
日

午
前
六
時
頃
か
ら
、
地
域
ぐ
る
み
の

一
斉
除
草
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

光
寿
会
会
員
も
地
域
の

一
員
と
し

て
参
加
、
老
骨
に
む
ち
打

っ
て
、
地

区
の
環
境
保
全
に

一
役
を
果
た
し
ま

し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

一 一支
差合
｀ ｀
出

引 諸 法 の
残計経 中部
金 費 0

６

か
子
子

聞きながら、美味しいお茶を頂き、
また午後は、

次回は7月 18日 (水曜日)で

〃慧票:「種三村壇冒房堡[層繕卜軍



お
盆
特
集

頼
成
の
宗
門

・
宗
派

毎
年
八
月
は
お
盆
に
因
ん
だ
特
集

を
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
年
は
頼
成

の
宗
門

・
宗
派
に
つ
い
て
の
特
集
で

す
。九
割
近
く
が
浄
土
真
宗

日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
宗
派

・
教
団

が
加
盟
し
て
い
る
全
日
本
仏
教
会
に

は
、
現
在

一
〇
二
の
宗
派

・
教
団
、

約
七
万
五
千
の
寺
院

・
教
会
な
ど
が

属
し
て
い
ま
す
。
宗
派
別
寺
院
数
で

最
も
多
い
の
は
浄
土
真
宗

（東

・
西

合
わ
せ
て
）
の

一
万
九
千
十
四
、
次

が
曹
洞
宗
の

一
万
四
千
六
百
八
十
九

で
、
以
下
十
位
ま
で
は
下
の
グ
ラ
フ

の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

浄
土
真
宗
は
北
陸
三
県
、
大
阪

・
兵
庫
な
ど
近
畿
地

方
で
高
い
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
特
に
越
中
で
は

圧
倒
的
に
多
く
、
古
く
か
ら
真
宗
王
国
と
言
わ
れ
て
い

る
の
は
ご
存
じ
の
通
り
で

す
。
頼
成
で
も
上
の
グ
ラ

フ
に
示
し
た
よ
う
に
全
世

帯
の
八
五
％
が
浄
土
真
宗

で
す
。
真
言
宗
が
八
％
で

こ
れ
に
続
い
て
い
ま
す
。

檀
那
寺
と
檀
家

江
戸
時
代
、
幕
府
が
ご

禁
制
の
キ
リ
ス
ト
教
や
不

受
不
施
派
を
取
り
締
ま
る

た
め
、
す
べ
て
の
人
々
を

公
認
の
寺
の
人
別
帳
に
登

録
さ
せ
ま
し
た
。
寺
請
制

度
と
言
い
ま
す
。
人
別
帳

は
今
の
戸
籍
に
あ
た
る
も
の
で
、
人
別
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
人
と
し

て
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

寺
と
そ
の
寺
の
人
別
帳
に

記
さ
れ
て
い
る
人
を
檀
那

寺
、
檀
家
と
言
い
ま
す
。

以
来
、
檀
家
は
檀
那
寺

の
宗
派
に
帰
依
し
、
冠
婚

葬
祭
の
司
祭
を
檀
那
寺
に

委
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
辺
り
で
は
檀
那

寺
の
事
を
俗
に
御
所
様
と

い
う
敬
称
で
呼
ん
で
い
ま
す
。

家

の
ル
ー
ツ
調

べ
の
手
が
か
り

寺
請
け
の
際
は

一
般
的
に
言
っ
て
、
寺
は
主
と
し
て

そ
の
在
所
周
辺
の
人
々
を
入
別
帳
に
書
き
上
げ
ま
す
。

長
年
の
間
に
そ
の
寺
が
移
転
し
た
り
無
く
な
っ
た
り
し

た
場
合
も
あ
っ
て
、
不
明
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
御

所
様
の
所
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
ル
ー
ツ
や
姻
戚
関
係

を
た
ど
る
際
の

一
つ
の
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

自
井
谷
の
尊

（存
）
光
寺
、
市
井
の
光
照
寺
、
高
山

の
勝
久
寺
は
も
と
は
頼
成
に
あ
っ
た
寺
で
す
し
、
福
岡

の
厳
照
寺
、
秋
本
の
光
福
寺
、
東
保
新
の
大
乗
寺
な
ど

も
今
よ
り
は
頼
成
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

御
所
様
が
頼
成
以
外
の
金
沢
に
あ
っ
た
り
、
小
矢
部

や
高
岡
、
井
波
、
大
門
な
ど
に
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
な
ん
ら
か
の
由
来
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
檀
那

寺
を
同
じ
く
す
る
人
々
は
、
互
い
に
な
ん
ら
か
の
地
縁

・
血
縁
に
結
ば
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

林
系
以
外
は
同
姓
同
寺
が
多

い

年
合
ン
違
け
て
バ
ス
行
ｔ
島
絆
の

礼
え
め
ざ
り
の
丈
洩
＾
か
，

林

　

孝

一

岡
正

ｏ光
め

つ
の
井
も

つ

福
権
た
の
じ
あ
谷
市
は
あ

の
は

つ
系
は
に
丼

寺ヽ
に

系
寺
あ
部
は
所
白
寺
照
成

藤
照
に
武
寺
別

ｏ光
光
頼

ｏ

齋
厳
寺
　
回
東
た
尊
の
と
た

坂
東
系
が
す
べ
て
金
沢
の
専
光
寺
、
開
田
系
が
東
保

新
の
大
乗
寺
、
高
畠
系
が
戸
出
町
の
報
恩
寺
、
武
部
系

が
久
泉
の
光
回
寺
を
檀
那
寺
と
し
て
お
り
、
八
田
系
の

ほ
と
ん
ど
が
自
井
谷
の
尊
光
寺

（西
慶
寺
も
あ
り
）
、
齋
藤

系
の
大
半
が
福
岡
厳
照
寺

（西
慶
寺
も
あ
り
）
が
御
所
様
と

な
っ
て
い
る
な
ど
、
同
姓
の
家
が
同
じ
檀
那
寺
に
属
し

て
い
る
の
は
、
檀
那

・
檀
家
と
地
縁

・
血
縁
の
深
い
つ

な
が
り
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
頼
成
で

一
番
多
い
姓
、
林
系
の
ご
所
様
は

頼
成
の
西
慶
寺
、
常
称
寺
の
ほ
か
柳
瀬
萬
遊
寺
、
東
保

照
円
寺
、
芹
谷
千
光
寺
、
福
岡
厳
照
寺
、
秋
本
光
福

寺
、
久
泉
光
回
寺
、
戸
出
報
恩
寺
、
井
波
光
教
寺
、
大

門
光
照
寺
、
山
田
尊
光
寺
、
小
矢
部
道
林
寺
、
金
沢
専

光
寺
な
ど
十
四
ケ
寺
に
も
及
ん
で
い
て
、
御
所
様
で
見

る
限
り
同
じ
林
で
も
様
々
な
係
累
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
よ
う
で
大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
う
し
た
宗
派

・
宗
門
に
関
心
を
抱
く
の
も

高
齢
者
だ
け
で
、
若
い
人
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
無
関
心
で

光ヽ
つ
余
し
東
　
す
。
仏
教

結韓寺。専機動“晦洵強れ一

頼成の宗派

ｍ
佃
知
ｍ
ｍ
ｍ
佃
脚
ｏ

●●洞宗

■浄生■宗申願議派

口浄生■宗大谷派

D綜

●日腱鬱姜

ol目野u』にコリ黒

●

…口 天 台 宗

■Jロロ男1日山脈

り  ■Ju雪男電自山脈



頼
成
職
人
列
伝
　
そ
の
二

ミ
ニ
総
（日商
社
？

林
　
和
平
さ
ん

正
覚
の
マ
ゴ
シ
ロ
サ
の
先
々
代
、
林
和
平
さ
ん
は
、

明
治
十
四
年
七
月
十
五
日
の
生
ま
れ
、
土
木
工
事
の
請

負
、
布
団
の
貸
出
業
、
米
穀
販
売
、
売
薬
、
肥
料
販
売

な
ど
を
幅
広
く
営
む
さ
し
ず
め
今
日
の
総
合
商
社
の
よ

う
な
多
角
経
営
を
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
各
地

へ
の
人
夫
の
斡
旋

・
派
遣
に
と
も
な
う
布

団
や
米
の
供
給
が
、
布
団
貸
出
や
米
穀
販
売
に
発
展
し

た
よ
う
で
す
。

肥
料
は
福
岡
の
石
沢
商
店
や
大
門
の
福
本
商
店
か
ら

仕
入
れ
、
庄
東

一
円
に
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

三
十
年
代
初
頭
、
農
協
の
購
買
業
務
拡
大
と
共
に
先
細

り
と
な
り
廃
業
し
ま
し
た
。

現
当
主
英
明
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
、
兄
の
運
転
す
る
三

輪
自
動
車
で
仕
入
れ
に
同
行
し
た
記
憶
が
あ
る
と
言

っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

売
薬
は
和
平
さ
ん
の
子
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
死
去
に
と
も
な
い
廃
業

し
ま
し
た
。

写
真
は
和
平
さ
ん
愛
用
の

五
つ
玉
の
算
盤
と
大
正
八
年

の
判
取
帳
で
、
判
取
帳
を
仔

細
に
見
る
と
そ
の
幅
広
い
商

い
の
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま

す
。昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十

日
、
八
十
三
歳
で
そ
の
生
涯

を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

光
寿
会
ペ
タ
ン
ク
大
会

九
月
二
十
四
日
⌒鎮
日
）
午
後

秋
の

一
泊
旅
行
　
能
登
方
面
の
予
定

十
月
二
十
五
日

（ホ
）
～
二
十
六
日

（金
）

都
合
を
つ
け
て
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

般
着
チ
ー
ム

（
一般
女
子
の
３

が
次
勝

砺
波
市
体
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

七
月

一
日
に
行
わ
れ
た
砺
波
市
体
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

7月 のら
んじょ浮世
亭は、いつ
もの定番メ
ニューのほ
か、インタ
ーネットの
頼成自治会
ホームベー
ジをス
_ぃ ′`2ゲ

頼成に
をスクリ 

ーンに投影して、頼成の有名な人物やイベントの記録写真などを見ながら、
いての理解を深めました。
―ンに投影して、頼成の有4
ついての理解を深めました。
また午後は、 「歎異抄第二条 悪人正機の教え」の朗誦 ・模写をしました。

次回は (第3耀かお盆のため)8月 22日 (水曜日)です
笑いで暑さを吹き飛ばそ う ! 藤山寛美の爆笑劇場 第2弾
『色 _噺 お 伊 勢 帰 り J 10時 より

午後の書写 ・朗誦の集いは 「小倉百人一首」一枚札七首に挑戦します。

収入の部
日帰り旅行収支決算報告

項目 金額(R) 11

卜加費 224.5Ⅸ男性:20名x6,000円=120,000円

"L:19名
x5.5t10円=104,5∞円

:芳志 10.001 1厳銀より

働 a,“51t絵より欄

)計 255,50(

ル
フ
大
会

一
般
女
子
の
部
で
、
高
畠
夏
子
さ
ん

（川

原
）
、
松
下
イ
ツ

子
さ
ん
、
村
岡
秋

子
さ
ん
，
福
澤
あ

き
子
さ
ん
、
齋
藤

和
子
さ
ん
、
千
保

外
美
子
さ
ん
の
般

若
チ
ー
ム
が
、　
一

般
女
子
の
部
で
見

事
第
二
位
に
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

項 目 全饉(円) 1考

:獣全 有口̈功リト,パル

貫切バス代 63.0011台x63,m円

昼食,入港代 Юttx3,250円.1相饉凛

乗薔員食事代 1 , 0 0 1 1名xl,0∞円

旅行傷書保臓 11,701Юttx300円
(小計) 僣02.4501 ll■―カリトメル社あて―括支払い

脱 僣 目・ビール・ウーロン茶代金,瀑‖子二泉へ支払い

10,0001林酒店へ支払い

彗計 255.581

碁
人
，
Ｐ
も
マ
社
生
ン
を
ぐ
　
い
に
ん
ヤ
恙

人
を
ヤ
　
ｔ
か
ら
〓
せ
の
レ
ヒ

つ
ね
に
い
に
く

驀
人
ケ
ツ
程
生
す
　

い
か
に
い
に
ん
や
基
人

ン
や
　
ヽヽ
の
朱

一
ュ
ー
の

い
１１
れ
あ
る
に
に
た

れ
ど
も
　
ネ
願
佗
力
の
た
趣

に

　

（
以
下
略
）

〆
 8月 行 事 f定

★ 1 日 定例役員会

支出の部



九
月

一
日
は
防
災
の
日
で
す
。

年
に
も
よ
り
ま
す
が
、
こ
の
日
は

二
百
十
日
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

「災
害

へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
」
と
の
戒
め
を
込
め
て

一
九
六
〇

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
に

台
風
が
来
る

こ
と
も
出
来

の

一
つ
。
制

定
の
前
年

（
一
九
五
九

年
）
に
は
伊

勢
湾
台
風
が

襲
来
し
て
い

ま
す
。
富
山
県
は
全
国
で
も
最
も

自
然
災
害
に
合
う
人
の
率
が

少
な
い
県
で
す
が

（下
表
参

照
）
、
そ
れ
で
も
過
去
に
幾
つ
か
大
き
な
被
害
を
出
し

た
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
昭
和
九
年
九
月
の
室
戸

台
風
は
、
瞬
間
最
大
風
速
八

一
、
四
研
と
い
う
史
上
最
大
級

の
台
風
で
二
十

一
日
午
前
室
戸

岬
に
上
陸
し
た
後
、
大
阪
湾
に

再
上
陸
、
午
後
二
時
過
ぎ
に
は

富
山
県
を
直
撃
し
て
日
本
海
に

ぬ
け
る
と
い
う
超
ス
ピ
ー
ド
の

台
風
で
し
た
。
平
日
の
日
中
で

あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
学
校
が

倒
壊
し
、
多
数
の
児
童
生
徒
が

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
で
も
大
き
な
爪
痕
を
残
し

ま
し
た
が
、
上
の
写
真
の
よ
う
に
庄
川
が
大
洪
水
と
な

り
、
大
田
橋
、
中
田
橋
が
流
失
、
柳
瀬
、
下
麻
生
、
浅

井
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
家
屋
、
人
身
の
被
害
が
出

ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
九
月
の
台
風
二
十
四
号
で
は
、

権
正
寺
橋
が
流
失
し
ま
し
た
。

護
岸
工
事
が
進
歩
し
、
こ
れ
か
ら
は
か
つ
て
の
よ
う

な
形
の
災
害
は
起
こ
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地

球
の
温
暖
化
の
進
行
と
共
に
自
然
災
害
の
様
相
も
様
変

わ
り
し
て
い
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
運
動

二
十

¨
日
か
ら
十
日
間

今
回
の
重
点
は
①
飲
酒
運
転
の
根
絶
②
夕
暮
れ
時
と

夜
間
の
歩
行
中

。
自
転
車
乗
用
中
の
事
故
防
止
③
後
部

座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底
の
三
点
で
す
。

特
に
間
違
い
の
無
い
よ
う
に
し
た
い
の
は
、
宴
席
に
自

転
車
で
出
か
け
る
こ
と
。　
道
路
交
通
法
に
お
い
て

「何

人
も
酒
気
を
帯
び
て
車
両
等
を
運
転
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
自
転
車
は

「車
両
」

に
含
ま
れ
ま
す
か
ら
、
飲
酒
運
転
は
当
然
違
反
行
為
と

二争
　
一静
　
の
　
ｏつ
　
た

ょ
発
曰
一鰐
鷺
碑
磁
鼈霧
午
瀞
”
ｒ
より

い
運
転
」
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰

金

　

「酒
気
帯
び
運
転
」
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
十

万
円
以
下
の
罰
金

自
転
車
も
含
め

「飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」

「飲
む
な

ら
乗
る
な
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

激
増
す
る
撮
り
込
め
辞
歎
　
平
成
士
塁
〓
覆
薔
一冒
平
〓
一円

被
害
者
大
半
は
高
齢
者

◆
オ
レ
オ
レ
辞
欺

（恐
■
）
と
は
、
電
話
を
利
用
し
て

親
族
、
警
察
官
、
弁
護
士
等
を
装
い
交
通
事
故
の
示
談

金
等
の
名
日
で
、
現
金
を
預
金
口
座
等
に
振
り
込
ま
せ

る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
金
銭
を
だ
ま
し
取
る

（脅
し
取

る
）
詐
欺

（恐
喝
）
事
件
を
い
い
ま
す
。

◆
架
菫
請
求
詐
欺

（恐
隅
）
と
は
、
郵
便
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
不
特
定
多
数
の
者
に
対
し
、
架

空
の
事
実
を
回
実
と
し
た
料
金
を
請
求
す
る
文
書
等
を

送
付
す
る
な
ど
し
て
、
現
金
を
預
金
口
座
等
に
振
り
込

ま
せ
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
金
銭
を
だ
ま
し
取
る

（脅

し
取
る
）
詐
欺

（恐
喝
）
事
件
を
い
い
ま
す
。

◆
融
資
保
証
金
昨
欺
と
は
、
実
際
に
は
融
資
し
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
融
資
す
る
旨
の
文
書
等
を
送
付
す
る
な

ど
し
て
、
融
資
を
申
し
込
ん
で
き
た
者
に
対
し
、
保
証

金
等
を
名
目
に
現
金
を
預
金
口
座
等
に
振
り
込
ま
せ
る

な
ど
の
方
法
に
よ
り
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
事
件
を

い
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
電
話
、
郵
便
等
に
よ
り
高
額
の
現
金
を

預
金
口
座
等
に

「振
り
込
め
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て

は
、

「す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
。　
一
人
で
振
り
込
ま

な
い
。
」
で
く
だ
さ
い
。

身
の
回
り
に
潜
む
様
々
な
天
災

・
人
災
に
対
し
て
、

お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
り
、
罰
則
も
車
の
場
合

と
同
様
、
他
の
違
反
に
比

べ
て
非
常
に
重
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す

稽
路
交
通
法
第

６
５
条
第
１
項
）
】詞
剛
刈
　
「嘉
響
酢

弔

事

坂
東
　
清
　
様

八
月
八
日
　
死
去

享
年
数
え
年
八
十

一
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す



昭
和
四
十
年
代

半
ば
か
ら
、
頼
成

で
も
バ
イ
ン
ダ
ー

が
普
及
し
、
腰
を

曲
げ
て
の
稲
刈
り

か
ら
は
解
放
さ
れ

た
も
の
の
、
刈
り

取

っ
た
稲
の
地
干

し
作
業
は
そ
れ
か

ら
も
続
き
ま
し

た
。起
き
が
け
の
空

模
様
を
み
て
、
何

百
何
千
束
の
稲
束

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

広
げ
、
雲
行
き
が

怪
し
く
な
れ
ば
食
事
も
中
断
し
て
ニ
ョ
ウ
に
積
む
と
い

う
厳
し
い
作
業
の
繰
り
返
し
。

五
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
コ
ン
バ
イ
ン
が
入
り
始
め

て
、
よ
う
や
く
こ
の
重
労
働
か
ら
も
解
放
さ
れ
ま
し
た

が
、
耕
転
機
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、
田
植
機
、
自
動
脱
穀

機
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
乾
燥
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
と
相

次
ぐ
農
機
具
の
導
入
に
追
わ
れ
、
小
規
模
農
家
は
経
営

が
立
ち
行
か
な
く
な
り
、
離
農
す
る
農
民
が
増
え
続
け

ま
し
た
。

か
つ
て
は
大
半
が
耕
作
農
家
だ
っ
た
頼
成
で
も
、
今

は
指
を
折
っ
て
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

哀
逹
は
”

村
薔
の

各
も
ま
だ
千
ぬ
機
の
子

に

各
ユ
ら
の
ぼ
ら

次
の
タ
ニ

ふ
凛
よ
行
朝
ａ

仁
の
卜
の

イ
に
よ
る
は

よ
る
さ

＾
ヤ

奮
の
こ

い
路
人
ヨ
よ
く
ら
び

8月 のらんじょ浮世亭は、
いつもの定番メニューのほ

か、藤山寛
美の爆笑喜
劇を大画面

ビデオで楽しみました。終始

選
跡
発
掘
調
査
始
ま
る

砺
波
東
バ
イ
パ
ス
頼
成

・

芹
谷
間
工
事
に
先
駆
け
て
、

遺
跡
の
発
掘
調
査
が
、
北
明

の
武
部
則
行
さ
ん
宅
横
で
始

ま
り
ま
し
た
。
期
間
は
七
月

十
二
日
よ
り
十
二
月
十
四
日

ま
で
の
予
定
で
す
。
地
元
民

と
し
て
は
第

一
級
の
遺
跡
が

~  
笑いの渦でした。また午後の

劇 冨景ふ]腎』う:i頂紀」害
次回は9月 19日   (水 曜日)です
10時より、とても面白い『ことばの遊びJの 世界ヘ
ご案内いたします。ぜひお出でください。

☆

九
月
二
十
四
日
（休
日
）

光
寿
会
ベ
タ
ン
ク
大
会

☆

十
月
二
十
五
日

（本
）
～

二
十
六
日

（金
）

秋
の

一
泊
旅
行
能
登
方
面

（泊

・
宝
仙
閣
）

発
掘
さ
れ
れ
ば
と
い
う
期
待
と

工
事
の
進
捗
に
影
響
が
な
い
か

と
い
う
不
安
が
入
り
交
じ
っ
た

複
雑
な
思
い
が
し
ま
す
。

市
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

西
部
体
育
館
で
開
催

市
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
西
部
体
育
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
県
消
費
生
活
推
進
リ
ー

ダ
ー
尾
野
寺
正
徳
さ
ん
の
、
悪

徳
業
者
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う

「は
っ
き
り
い
り
ま
せ
ん
と
言

う
」

「家
族

・
知
人
と
相
談
す

る
」

「安
易
に

署
名

・
捺
印
し

な
い
」

「相
手

の
身
分
や
用
件

を
確
認
す
る
」

な
ど
の
心
得
が

大
切
だ
と
い
う

講
話
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本

三
Ｂ
体
操
協
会

指
導
者
か
ら

「健
や
か
で
安

ら
か
な
心
を
持

ち
美
し
く
老
い

る
」
た
め
の
体

操
の
実
技
指
導

が
あ
り
ま
し

た
。光
寿
会
か
ら

は
開
田
紀
子
副

会
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

ま本まなににいら自たつい¬は総強姿城たたと相 消   ぃかるぎ

9月 行
―
予 定


